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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

11

世
界
遺
産
応
援
イ
ラ
ス
ト
電
車

近
江
鉄
道
が
「
駅
長
が
ち
ゃ
こ
ん
」
な
ど

３セクが「おさんぽマップ」
地元クリエイターとコラボ

お城の堀で外来魚釣り大会
「男性ブランコ」観光大使に

青
年
使
節
が
ド
イ
ツ
訪
問

 

姉
妹
都
市
の
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
で
交
流

ム
ス
テ
イ
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
交
流
。
16
世
紀
に
建
て
ら
れ

た
世
界
最
古
の
社
会
福
祉
住
宅

「
フ
ッ
ガ
ー
ラ
イ
」
や
第
２
次
世

界
大
戦
中
に
強
制
収
容
所
の
補
助

収
容
所
と
し
て
使
わ
れ
た
「
ホ
ー

ル
１
１
６
」
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

使
節
団
の
一
人
、
田
中
愛
梨
さ

ん
は
報
告
会
で
「
自
分
の
街
を
愛

し
て
い
る
人
が
多
く
、
地
域
の
こ

と
を
詳
し
く
語
っ
て
く
れ
た
。
自

分
の
街
を
愛
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

「
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
応
援
号
」

と
し
て
運
行
し
て
お
り
、
車
両
側

面
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、
車
内
棚
上
に

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
掲
げ
て
き

た
。
今
回
は
、
彦
根
市
と
近
江
鉄

道
の
各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
並
ん
だ

車
両
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
掲
示
。
乗

降
口
や
車
両
連
結
部
、
つ
り
革
な

ど
に
も
イ
ラ
ス
ト
を
追
加
し
た
。

　

10
月
に
彦
根
駅
で
あ
っ
た
出
発

式
で
は
、
両
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登

場
し
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
招
待
さ

れ
た
幼
稚
園
・
保
育
園
児
ら
が
乗

車
を
楽
し
ん
だ
。

　

長
浜
市
青
年
使
節
団
が
９
月
、

姉
妹
都
市
の
独
・
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル

　

世
界
文
化
遺
産
を
目
指
す
彦
根

城
（
彦
根
市
金
亀
町
）
に
対
し
、

事
前
評
価
を
し
た
国
連
教
育
科
学

文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
諮
問

機
関
か
ら
「
推
薦
戦
略
支
持
」
の

通
知
が
あ
っ
た
。
県
や
彦
根
市
は

２
０
２
７
年
夏
に
も
世
界
遺
産
登

録
を
し
た
い
考
え
だ
。
こ
の
動
き

を
後
押
し
し
よ
う
と
、
近
江
鉄
道

（
飯
田
則
昭
社
長
）
が
「
ひ
こ
に

ゃ
ん
・
駅
長
が
ち
ゃ
こ
ん
」
イ
ラ

ス
ト
装
飾
電
車
を
運
行
し
て
い
る
。

　

既
に
22
年
３
月
か
ら
近
江
鉄
道

１
０
０
形
電
車
（
２
両
編
成
）
を

ク
市
を
訪
れ
、
親
善
を
深
め
た
。

派
遣
は
６
年
ぶ
り
で
、
青
年
使
節

団
と
し
て
は
今
回
で
７
回
目
。
帰

国
後
、
長
浜
市
役
所
で
報
告
会
も

開
か
れ
た
。

　

１
９
８
０
年
か
ら
長
浜
市
は
ア

ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
市
に
市
民
親
善
使

節
団
を
派
遣
し
て
お
り
、
２
０
０

８
年
度
か
ら
青
年
使
節
団
と
な
っ

た
。
国
際
感
覚
を
備
え
た
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
が
目
的
で
、
今
回

は
公
募
で
選
ば
れ
た
19
〜
26
歳
の

市
民
５
人
が
派
遣
さ
れ
た
。

　

５
人
は
そ
れ
ぞ
れ
現
地
で
ホ
ー

　

長
浜
市
の
第
３
セ
ク
タ
ー
と
し

て
運
営
さ
れ
る
会
社
「
長
浜
ま
ち

づ
く
り
」
は
、
地
元
ク
リ
エ
イ
タ

ー
と
の
コ
ラ
ボ
で
「
長
浜
お
さ
ん

ぽ
マ
ッ
プ
」
＝
写
真
＝
を
作
っ
た
。

BIW
A
KO
 PICN

IC BA
SE

（
同
市
元
浜
町
）
で
配
布
し
て
い

る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
名
「Kum

a

」

で
活
躍
す
る
長
浜
市
の
若
手
ク
リ

エ
イ
タ
ー
熊
谷
爽
太
さ
ん
が
イ
ラ

ス
ト
を
担
当
し
、
ポ
ッ
プ
な
デ
ザ

イ
ン
で
市
街
地
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
や
シ
ョ
ッ
プ

が
マ
ッ
プ
に
描
か
れ
、
気
の
利
い

た
う
た
い
文
句
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。
商
店
街
「
ゆ
う
壱
番
街
」
を

「
う
ら
く
ろ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
」
、
長
浜
八
幡
宮
と
舎
那

院
を
「
〝
宇
宙
〞
を
感
じ
る
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
」
な
ど
と
紹
介
。
曳

山
の
イ
ラ
ス
ト
に
添
え
ら
れ
た
言

葉
は
「
町
衆
が
愛
し
て
や
ま
な
い

曳
山
ま
つ
り
」
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
は
「
若
い
感
性
で
作
ら
れ
た

マ
ッ
プ
で
、
眺
め
て
い
る
だ
け
で

楽
し
い
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
」

と
し
て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

ご
し
、
そ
の
間
に
コ
ン
ビ
を
結
成

し
た
。
多
く
の
賞
レ
ー
ス
で
優
れ

た
成
績
を
収
め
、
テ
レ
ビ
出
演
や

劇
場
で
の
公
演
も
活
発
だ
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
の
フ

ォ
ロ
ワ
ー
は
約
30
万
人
に
達
し
て

い
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
で
市
の

魅
力
を
発
信
し
て
も
ら
お
う
と
、

彦
根
城
天
守
前
広
場
で
「
彦
根
市

観
光
大
使
」
の
委
嘱
式
も
あ
っ
た
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

彦
根
市
は
、
彦
根
城
の
中
堀
と

内
堀
で
「
プ
レ
ミ
ア
ム
釣
り
大
会
」

を
、
一
日
限
定
で
開
い
た
。
こ
れ

ら
の
堀
は
特
別
史
跡
エ
リ
ア
に
あ

り
、
生
態
系
や
景
観
な
ど
を
保
つ

た
め
、
条
例
で
釣
り
を
禁
止
し
て

き
た
が
、
今
回
は
史
跡
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
10
月
18
日
だ
け
、

解
禁
し
た
。
１
０
０
人
が
参
加
し
、

釣
り
上
げ
た
外
来
魚
の
総
重
量
で

上
位
３
人
が
表
彰
さ
れ
、
賞
品
と

し
て
近
江
牛
や
彦
根
産

新
米
な
ど
を
贈
っ
た
。

　

開
会
式
に
は
２
人
組

芸
人
「
男
性
ブ
ラ
ン
コ
」

も
来
場
。
浦
井
の
り
ひ

ろ
さ
ん
と
平
井
ま
さ
あ

き
さ
ん
で
、
と
も
に
大

学
時
代
を
彦
根
市
で
過

彦根城堀釣り大会のポスター

世 界 最 古 の 社 会 福 祉 住 宅 を 見 学 す
る 青 年 使 節 団 員 ら 　 ＝ 長 浜 市 提 供

「
駅
長
が
ち
ゃ
こ
ん
」を
あ
し
ら
っ
た
車
内


